
User’s
Manual

IM 704223-61
初版

Model 704223
TA320/TA520/TA720用
光ディスク符号間干渉
解析ソフトウエア



ユーザー登録のお願い

今後の新製品情報を確実にお届けさせていただくために，お客様にユーザー登録をお
願いしています。登録は，下記ホームページからできます。

http://www.yokogawa.co.jp/Measurement/

PIM100-10

計測相談のご案内

当社では，お客様に正しい計測がしていただけるよう，当社計測器製品に関する，
仕様，機種のご選定，応用上の問題などのご相談を下記CSセンターで承っています。
価格，納期などの販売についての内容は，最寄りの営業・代理店(裏表紙に記載)へ
お問い合わせください。

●お問い合わせ：横河電機株式会社　T&M事業部　CS(カストマサポート)センター

または

[受付時間：祝祭日を除く月～金曜日/9：00～17：00]

●お問い合わせ対象製品：当社製の電子計測器
　なお，以下の製品に関するお問い合わせは，それぞれの担当部署までご連絡ください。

　【µR， DX，CXなどの工計レコーダ関係】 ネットワークソリューション営業部   0120-569116
  daq_cs@csv.yokogawa.co.jp

　【ハンドヘルド測定器関係】 横河M&C(株)メジャメント機器センターCSグループ
　    0120-519001

　【メータ，トランスデューサ関係】 生産事業部メータビジネス本部 0422-52-5675

FAX
ファクシミリ

0422-52-66240120-137046
フリーダイヤル

tmi-cs@csv.yokogawa.co.jp
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はじめに
このたびは，タイムインターバルアナライザTA320/TA520/TA720用光ディスク符号間
干渉解析ソフトウエア(形名：704223)をお買いあげいただきましてありがとうございま
す。
本書は，本ソフトウエアの機能，操作方法，取り扱い上の注意などについて説明したもの
です。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき，正しくお使いください。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっとお役にたちます。
なお，タイムインターバルアナライザTA320/TA520/TA720本体の機能，操作方法，取
り扱い上の注意，またはWindowsの取り扱い/操作方法については，それぞれのマニュア
ルをご覧ください。

梱包内容
・ソフトウエアイントール用CD-ROM：1枚
・TA720ファームウエアバージョンアップ用フロッピーディスク：1枚
・ユーザーズマニュアル(本書)：1冊
・TA720をご使用の場合の注意事項：1枚

ご注意
●このソフトウエアで，TA720の測定データを解析する場合，TA720のROMバージョン

が「1.02」以上である必要があります。ROMバージョンは，TA720本体の[Utility] >

[Version]で表示される[Version Information]ダイアログボックスでご確認いただけま

す。

●本書の内容は，性能/機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがありま
す。また，実際の画面表示内容，本書に記載の画面表示内容と多少異なることがありま
す。

●本書の内容に関しては万全を期しておりますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきの
ことがありましたら，お手数ですが，裏表紙に記載の当社支社/支店/営業所までご連絡
ください。

●本書の内容の一部または全部を無断で転載，複製することは禁止されています。

商標
●Microsoft，MS-DOS，およびWindowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およ
びその他の国における登録商標または商標です。

● AdobeおよびAcrobatは，アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。

履歴
● 2002年12月 初版発行

Disk No. HF10

1st Edition: December 2002 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 2002 Yokogawa Electric Corporation
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ソフトウエア使用許諾契約書

ご使用前に必ずお読みください。
このたびは横河電機株式会社のソフトウエアをご購入いただきまして誠にありがとうございます。お客様がこのパッケージを開封された場合には，下記の「ソフトウエア
使用許諾契約書」に同意したものとみなします。横河ソフトウエアは当社の著作物であり，同ソフトウエアを開封のうえ，インストールし，ご使用されるにあたっては，
下記の「ソフトウエア使用許諾契約書」を必ずお読みのうえ，ご承諾いただくようお願いします。ご承諾いただけない場合には，パッケージを開封しないでください。

ソフトウエア使用許諾契約書
お客様が本ソフトウエア使用許諾契約書(以下，「本契約」といいます)に合意することを条件として，横河電機株式会社(以下，「当社」といいます)は，包装されたソフト
ウエア製品(以下，「横河ソフトウエア」といいます)の使用権をお客様に許諾します。なお，当社は，横河ソフトウエアの使用権をお客様に許諾するものであり，横河ソフ
トウエアを販売するものではありません。
製品 ：TA320/TA520/TA720用光ディスク符号間干渉解析ソフトウエア(Model 704223)
ライセンス数 ：1ライセンス

第1条(適用範囲)
1. 本契約は，当社がお客様に提供する横河ソフトウエア製品に適用するものとします。
2. 横河ソフトウエアは，それに含まれる一切の技術，アルゴリズム，およびプロセスを包含するものとします。

第2条(使用権の許諾)
1. お客様は，横河ソフトウエアについて，別途合意した使用料を対価として，前文に定めるライセンス数に対応する台数のコンピュータに限りインストールできるものと
し，当社は，お客様の自己使用を目的とした，非独占的かつ譲渡不能の使用権(以下「使用権」といいます)を許諾します。

2. お客様は，当社の事前の書面による承諾なしに，横河ソフトウエアを第三者に頒布，転貸，複製，譲渡，質入，伝送もしくは再使用権を許諾しないものとします。
3. お客様は，バックアップ目的として一組のみ横河ソフトウエアを複製する以外は，横河ソフトウエアの全部または一部を複製しないものとします。また当該複製物の保
管および管理については厳重な注意を払うものとします。

4. お客様は，いかなる理由においても横河ソフトウエアをダンプ，逆アッセンブル，逆コンパイル，リバースエンジニアリングなどによるソースプログラムその他人間が
読み取り可能な形式への変換もしくは複製または横河ソフトウエアの修正もしくは他の言語への翻訳など，提供された形式以外に改変しないものとします。また，当社
は，別に同意しない限り，お客様にソースプログラムを提供しないものとします。

5. 横河ソフトウエアおよびそれらに含まれる一切の技術，アルゴリズム，およびプロセスなどのノウハウは，当社または当社に対し再使用許諾を含む使用許諾権を付与し
ている第三者の固有財産であり，当社または当社に対し再使用許諾権を付与している第三者が権利を有しているものであり，お客様に権利の移転や譲渡を一切行うもの
ではありません。

6. 当社は，横河ソフトウエアに保護の機構(コピープロテクト)を使用または付加することがあります。当該コピープロテクトを除去したり，除去を試みることは認められ
ないものとします。

7. 横河ソフトウエアには，当社が第三者から再使用許諾を含む使用許諾権を付与されているソフトウエアプログラム(以下「第三者プログラム」といい，当社の関連会社
が独自に製作・販売しているソフトウエアプログラムもこれに含みます)を含む場合があります。かかる第三者プログラムに関し，当社が当該第三者より本契約と異な
る再使用許諾条件を受け入れている場合には，別途書面により通知される当該条件を遵守していただきます。

第3条(特定用途に関する制限)
1. 横河ソフトウエアは，下記の各号を目的として，製作または頒布されるものではありません。
(a)航空機の運行または船舶の航行や，これらを地上でサポートする機器の立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。(b)原子力施設の立案，設計，開発，
建設，保守，運用および使用されること。(c)核兵器，化学兵器または生物兵器の立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。(d)医療機器などの人身に直接
関わるような状況下で使用されることを目的に立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。

2. お客様が前項の目的で横河ソフトウエアを使用する場合には，当社は当該使用により発生するいかなる請求および損害に対しても責任を負わないものとし，お客様は，
お客様の責任においてこれを解決するものとし，当社を免責するものとします。

第4条(保証)
1. 横河ソフトウエアは，当該製品完成時または出荷時の現状のままでお客様に提供されるものとし，お客様は，これに合意するものとします。横河ソフトウエアの記録媒
体に破損，損傷が発見された場合は，開封後7日間に限り無償で交換をいたします(お客様の費用で当社の指定するサービス拠点に当該ソフトウエア製品の記憶媒体を送
付していただくものとします)が，いかなる場合であっても横河ソフトウエアに瑕疵のないこと，的確性，正確性，信頼性もしくは最新性などの品質上または性能上の
明示または黙示の保証をするものではありません。また，横河ソフトウエアが他のソフトウエアとの間で不整合，相互干渉などの影響のないことを保証するものでもあ
りません。

2. 前項の規定に関わらず，横河ソフトウエアに第三者プログラムが存在する場合の保証期間，保証条件については，かかるプログラムの供給者の定めるところによるもの
とします。

3. 当社は，自己の判断により必要と認めた場合，横河ソフトウエアに関するレビジョンアップおよびバージョンアップ(以下，アップデートサービスといいます)を実施す
ることがあります。

4. 前項の定めにも拘らず，当社は，いかなる場合であってもお客様により改変または修正された横河ソフトウエアに関するアップデートサービスについては，第三者によ
り改変・修正された場合を含め，一切対応しないものとします。

第5条(特許権，著作権の侵害に関する損害賠償責任)
1. お客様は，横河ソフトウエアについて，第三者から特許権，商標権，著作権その他の権利に基づき使用の差し止め，損害賠償請求などが行われた場合は，書面にて速や
かに請求の内容を当社に通知するものとします。

2. 前項の請求などが当社の責に帰すべき事由による場合は，その防御および和解交渉について，お客様から当社に防御，交渉に必要なすべての権限を与えていただき，か
つ必要な情報および援助をいただくことを条件に，当社は自己の費用負担で当該請求などの防御および交渉を行い，前項記載の第三者に対して最終的に認められた責任
を負うものとします。

3. 当社は第1項における請求またはその恐れがあると判断した場合は，当社の選択により，当社の費用で下記のいずれかの処置を取るものとします。
(a)正当な権利を有する者からかかる横河ソフトウエアの使用を継続する権利を取得する。(b)第三者の権利の侵害を回避できるようなソフトウエア製品と交換する。(c)
第三者の権利を侵害しないようにかかる横河ソフトウエアを改造する。

4. 前項各号の処置がとれない場合，当社は，お客様から当社にお支払い頂いた第2条第1項に定める使用料の対価を限度として損害を賠償するものとします。

第6条(責任の制限)
本契約に基づいて当社がお客様に提供した横河ソフトウエアによって，当社の責に帰すべき事由によりお客様が損害を被った場合は，当社は，本契約の規定に従って対応
するものとしますが，いかなる場合においても，派生損害，結果損害，その他の間接損害(営業上の利益の損失，業務の中断，営業情報の喪失などによる損害その他)につい
ては一切責任を負わないものとし，かつ当社の損害賠償責任は，かかる横河ソフトウエアについてお客様からお支払いを受けた第2条第1項に定める使用料の対価を限度と
します。なお，当社が納入した製品をお客様が当社の書面による事前の承諾なく改造，改変，他のソフトウエアとの結合を行い，またはその他基本仕様書または機能仕様
書との相違を生ぜしめた場合は，当社は一部または全ての責任を免れることができるものとします。

第7条(輸出規制)
お客様は，事前に当社の同意を得た場合を除き，横河ソフトウエアを，直接，間接を問わず輸出または他国に伝送しないものとします。

第8条(本契約の期間)
本契約は，お客様が横河ソフトウエアを受領した日から，契約解除されない限り，お客様または当社が相手方に対し，1ヶ月前に書面による通知によって当該ソフトウエア
製品の使用を終了させるまで，またはお客様の横河ソフトウエアの使用終了時まで，有効とします。

第9条(使用の差止め)
横河ソフトウエアの使用許諾後といえども，使用環境の変化または許諾時には見出せなかった不適切な環境条件が見られる場合，その他横河ソフトウエアを使用するに著
しく不適切であると当社が判断した場合には，当社はお客様に対して当該使用を差止めることができるものとします。

第10条(解除)
当社は，お客様が本契約に違反した場合には，何ら催告を要することなく通知をもって本契約を解除できます。ただし，本契約終了または解除後といえども第5条，第6条
ならびに第11条は効力を有するものとします。

第11条(管轄裁判所)
本契約に関して生じた紛争，疑義については，両者誠意を持って協議解決するものとします。ただし，一方当事者が他方当事者に協議解決をしたい旨の通知後90日以内に
両当事者間で協議が整わない場合は東京地方裁判所(本庁)を第一審の専属的管轄裁判所とします。
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機能説明

機能概要
本ソフトウエアは，タイムインターバルアナライザTA320/TA520/TA720で測定した
データを取り込み，その測定データをもとに，次の2つの方法で符号間干渉解析を行うこ
とができます。また，解析した結果をパーソナルコンピュータ(以下では，PCと称します)
に接続されたプリンタに印刷できます。
・ヒストグラム解析

設定した条件でデータを抽出し，ヒストグラムと統計値の一覧表を表示します。

・マトリクス解析

設定した条件でデータを抽出し，その隣り合うデータの干渉度を2次元のマトリクス表
(シート(数値表)またはグラフ)で表示します。
グラフ表示(バーグラフ)の例

　

測定データの取り込み
下記の各方法で，解析対象の測定データを取り込むことができます。
・記憶メディアに保存した測定データをPCで開く
・GP-IBで本体とPCを接続し，本ソフトウエアで測定をスタートさせて測定データを取
り込む

TA720では，さらに下記の方法で測定データを取り込むことが可能です。
・イーサネットで本体とPCを接続し，本ソフトウエアで測定をスタートさせて測定デー
タを取り込む

・
データをPC(FTPサーバ)に保存し，そのデータを開く

・ TA720本体に装着された記憶メディアに，PCからFTPツール(本ソフトウエアには付属
していません)でアクセスして測定データをPCに保存し，そのデータを開く
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機能説明

取り込み回数の設定

同じ機種で同じ測定条件であれば，複数の測定データ(複数ファイルの測定データ)を取り
込み，データを積算することができます。
最大取り込み回数：64回 (ただし，最大取り込みデータ点数は2M点まで)
取り込み可能な測定データの測定条件

・ TA320/TA520の場合
サンプリングモード：タイムスタンプ
測定ファンクション：パルス幅(両極性)測定

・ TA720の場合
サンプリングモード：符号間干渉解析
測定ファンクション：パルス幅，パルス幅A→AtoBタイムインターバル，パルス幅A→
パルス幅Bのいずれか

解析条件の設定
測定データ取り込み後に，データ極性，変調方式，ウインドウなどを設定します。
・データ極性/変調方式設定ダイアログボックス

・ウインドウ設定ダイアログボックス

解析結果の表示設定
ヒストグラム/マトリクスのどちらで表示するかを選択します。ヒストグラム/マトリクス
の各表示では，さらに次のような表示内容の選択が可能です。
・ヒストグラム表示の場合

ヒストグラムだけを表示するか，ヒストグラムと統計値の一覧表の両方を表示するかを
選択します。表示する統計値は，平均値，Deviation値(Center値に対する実測の平均値
の偏差)，ジッタ量，演算対象サンプル数，またはそれらすべての中から選択できま
す。
ヒストグラムの色やヒストグラム縦軸スケール(Linear/Log)の切り替えも可能です。
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・ヒストグラムだけ表示した例

・ヒストグラムと統計値を両方表示した例

・マトリクス表示の場合

統計値をシートで表示か，グラフで表示かを選択します。表示する統計値は，平均値，
Deviation値，ジッタ量の中から選択できます。
Deviation値およびジッタ量のグラフ表示では，形状(Bar/Rectangle/Pie)の切り替え，
しきい値(2点)の設定，およびしきい値による3つの区分の色分け表示が可能です。
・シートで表示した例

機能説明
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・グラフで表示した例

データ抽出条件の設定
取り込んだ測定データに対して，下図のような設定バー(「トリガバー」と呼びます)で
データ抽出条件を設定します。

[Trigger]でデータ抽出のトリガにするSpaceまたはMarkを選択し，[Ch A]/[Ch B]で抽
出するデータを指定します。
ヒストグラム解析を行うときと，マトリクス解析を行うときでは，下記のように，データ
抽出条件が異なります。
・ヒストグラム解析の場合

取り込んだ測定データが「パルス幅」の場合は，次のようなデータ抽出が可能です。
・ SpaceまたはMarkのどちらかをトリガとして，その前/後のMarkまたはSpaceを抽出
(TA本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では「Single」)

3T

SpaceMark Mark

3T 3T 3T6T11T 11T 14T 7T

Space Space SpaceMark MarkMark

3T Spaceの前のMarkデータを抽出

トリガ トリガ トリガ

・ Spaceの後がMark，またはMarkの後がSpaceのどちらかの組み合わせをトリガとし
て，その前/後のMarkまたはSpaceを抽出
(TA本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では「Combination」)

3T Spaceの後が7T Markの組み合わせ前のMarkデータを抽出

3T

SpaceMark Mark

3T 3T 3T6T11T 7T 14T 7T

Space Space SpaceMark MarkMark

トリガ トリガ

・ SpaceとSpace，またはMarkとMarkの間にあるMark/Spaceをトリガとして，
Space/Space間のデータまたはMark/Markの間のMarkまたはSpaceを抽出
(TA本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では「Between」)

3T Spaceと3T Spaceの間に挟まれたMarkデータを抽出

トリガ トリガ

3T

SpaceMark Mark

3T 3T 4T 4T3T6T11T 11T 14T 7T 3T 6T

Space Space SpaceMark Mark Space Mark Space MarkMark

取り込んだ測定データが「パルス幅→パルス幅」の場合は，Ch AのSpaceの後が
Mark，またはMarkの後がSpaceのどちらかをトリガとして，Ch Bのその前/後のMark
またはSpaceを抽出することができます。

機能説明
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取り込んだ測定データが「パルス幅A→AtoBタイムインターバル」の場合，次のよう
なデータ抽出が可能です。
・ SpaceまたはMarkのどちらかをトリガとして，その前端エッジ，後端エッジ，また
は両端エッジからのAtoBタイムインターバルを抽出
(TA本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では「Single」)

3T

Space
Mark Mark

3T 3T 3T6T11T 11T 14T 7T

Space Space Space
MarkMark

3T Spaceの前端エッジからのA↓B↑データを抽出

Ch A

Ch B

Mark

トリガ トリガ トリガ

・ Spaceの後がMark，またはMarkの後がSpaceのどちらかの組み合わせをトリガとし
て，その前端エッジ，後端エッジ，または中間エッジからのAtoBタイムインターバ
ルを抽出
(TA本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では「Combination」)

3T

Space
Mark Mark

3T 3T 3T6T11T 11T 14T 7T

Space Space Space
MarkMark

11T Markの後の3T Spaceの後端エッジからのA↑B↑データを抽出

Ch A

Ch B

Mark

トリガ トリガ

・Markを挟んだSpaceとSpace，またはSpaceを挟んだMarkとMarkのペアをトリガ
として，トリガに挟まれたMarkまたはSpaceの前端エッジ，後端エッジ，または両
端エッジからのAtoBタイムインターバルを抽出

3T

Space
Mark Mark

3T 3T 3T6T11T 11T 14T 7T

Space Space Space
MarkMark

3T Spaceに挟まれたMarkの両端エッジからのA　B↑データを抽出

Ch A

Ch B

Mark

トリガ

・マトリクス解析の場合

取り込んだ測定データが「パルス幅」の場合は，SpaceまたはMarkのどちらかをトリ
ガとして，トリガ直前の[Space-Mark]または[Mark-Space]データを抽出するか，トリ
ガ直後の[Space-Mark]または[Mark-Space]データを抽出するかを選択できます。

7T Mark直前の[Mark-Space]データを抽出

3T

SpaceMark Mark

3T 3T 3T6T11T 7T 14T 7T

Space Space SpaceMark MarkMark

トリガ トリガ

取り込んだ測定データが「パルス幅→パルス幅」の場合は，Ch AのSpaceまたはMark
のどちらかをトリガとして，Ch Bのトリガ直前の[Space-Mark]または[Mark-Space]
データを抽出するか，トリガ直後の[Space-Mark]または[Mark-Space]データを抽出す
るかを選択できます。

機能説明
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取り込んだ測定データが「パルス幅A→AtoBタイムインターバル」の場合，次のよう
なデータ抽出が可能です。
・ SpaceまたはMarkのどちらかをトリガとして，その前後のMarkまたはSpaceの両端
エッジ(測定データのスロープが一方のときは一方のエッジ)からのAtoBタイムイン
ターバルを抽出

3T

Space
Mark Mark

2T 3T 2T6T11T 11T 14T 7T

Space Space Space
MarkMark

Ch A

Ch B

Mark

トリガ

3T Spaceの後のMarkの両端エッジからのA　B↑データを抽出

Y軸 X軸

・ SpaceとSpace，またはMarkとMarkの間にあるMark/Spaceをトリガとして，そ
の両端エッジからのAtoBタイムインターバルを抽出

3T

Space
Mark Mark

3T 3T 3T6T11T 11T 14T 7T

Space Space Space
MarkMark

11T Markの両端エッジからのA　B↑データを抽出

Ch A

Ch B

Mark

トリガY軸 X軸

上記のほか，SpaceとMark，またはMarkとSpaceに挟まれたエッジからのAtoBタイ
ムインターバルを抽出することもできます。

トリガにするSpace/MarkのT符号

次の中から選択できます。
All，1T～14T，Min.T-1T～Min.T-14T，1T-Max.T～14T-Max.T，ODD，EVEN
Min.T-1T～Min.T-14Tを選択したときは，解析対象の一番小さい符号から1T～14T符号
までのすべての符号をトリガにして，解析をします。同様に，1T-Max.T～14T-Max.Tを
選択したときは，1T～14T符号から解析対象の一番大きい符号までのすべての符号をトリ
ガにして，解析をします。ODDは奇数Tのすべて，EVENは偶数Tのすべてを示します。

データの保存/呼び出し
本ソフトウエアの設定情報，取り込んだ測定データ，および任意設定したDeviationの
Center値(2-4ページ参照)の保存とその呼び出しが可能です。また，統計値データ(抽出
データの統計値/全データのトリガ統計値/マトリクス解析時の統計値)のCSV形式での保
存が可能です。

解析結果の印刷
ヒストグラム解析結果(ヒストグラム，統計値一覧表)およびマトリクス解析結果(シート，
グラフ)の白黒/カラー印刷が可能です。

その他の機能
位相調整

取り込んだTA720の「パルス幅A→AtoBタイムインターバル」の測定データに対して，
「－99.99ns～99.99ns」の範囲で，位相調整が可能です。
コメント入力

解析結果画面にコメント文字を表示することができます。
取り込んだ測定データの一覧表示

取り込んだ測定データのファイルパス(ドライブレター，ディレクトリ，ファイル名)と通
信経路情報(GPIB/Ethernet)を表示できます。

機能説明
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メインウインドウの各部の機能と操作メニュー一覧

メインウインドウの各部の機能

操作メニュー
各メニューの内容
は次ページをご覧
ください。

ソフトウエアのバージョンなどの表示
(Help > About)

ウインドウの設定(Display > Window)

マトリクス解析でのAtoBタイムインターバルデータ
の表示(View > Time Interval)

マトリクス解析でのパルス幅データの表示
(View > Pulse Width)

ジッタ量のグラフ解析結果表示(View > Bar Jitter)
Deviation値のグラフ解析結果表示(View > Bar Deviation)

全測定データのグラフ解析結果表示(View > Graph)

ヒストグラム解析での全データ表示(View > All Graph)

ヒストグラム解析でのグラフだけの表示(View > Histogram Graph)
ヒストグラム解析でのグラフと統計値一覧表の表示(View > Histogram & Table)

マトリクス表示(View > Matrix)
ヒストグラム表示(View > Histogram)

測定データ/解析結果のクリア(Setup > Clear Data)
印刷プレビュー(File > Print Preview)
印刷の設定(File > Print Setup)

印刷(File > Print)
測定データ/解析結果の保存(File > Save Measured & Setup Data)

測定データ/解析結果の呼び出し(File > Load Measured & Setup Data)
通信インタフェースを介しての測定データの取り込み(File > Open From Communication)

ファイルからの測定データの取り込み(File > Open)

トリガにするMark/
Spaceの設定
(3.2節/4.2節参照)

解析の実行

位相調整
(3.2節/4.2節参照)

抽出データの設定
(3.2節/4.2節参照)

解析結果表示

測定データの取り
込み元の機種名と
測定条件

測定データ数

測定データの取り
込み回数/設定回数
(1.1節参照)

( )内は対応メニュー項目

ジッタ量のシート解析結果表示(View > Statistics Jitter)
Deviation値のシート解析結果表示(View > Statistics Deviation)

平均値のシート解析結果表示(View > Statistics Average)

トリガバー

ツールバー

説明書き
(3.1節/4.1節参照)
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操作メニュー一覧
Fileメニュー(ファイル/印刷関連)

ファイルからの測定データの取り込み(1.3節参照)

通信インタフェースを介しての測定データの
取り込み(1.2節参照)

取り込んだ測定データの一覧表示(1.4節参照)

ヒストグラム解析時の抽出データの統計演算結果
の保存(5.1節参照)

ヒストグラム解析時の全データの統計演算結果の
保存(5.1節参照)

マトリクス解析時の統計演算結果の保存
(5.1節参照)

設定情報の保存(5.2節参照)

設定情報の呼び出し(5.2節参照)

測定データ/解析結果の保存(5.2節参照)

測定データ/解析結果の呼び出し(5.2節参照)

印刷の設定(5.3節参照)

解析結果の印刷(5.3節参照)

ソフトウエアの終了(xviページ参照)

印刷オプション設定(5.3節参照)

印刷プレビュー(5.3節参照)

Setupメニュー(測定データを取り込む前の設定)

測定データの取り込み回数の設定(1.1節参照)

通信設定(1.2節参照)

測定データ/解析結果のクリア

Viewメニュー(解析結果の表示設定)

ヒストグラム表示(3.1節参照)

マトリクス表示(4.1節参照)

ヒストグラム解析での全データ表示(3.1節参照)

マトリクス解析でのAtoBタイムインターバルデータの表示
(4.1節参照)

マトリクス解析でのパルス幅データの表示(4.1節参照)

時間目盛りのON/OFF(3.1節/4.1節参照)

マトリクス解析での全データのグラフの拡大表示(4.1節参照)

トリガバーのON/OFF

説明書きのON/OFF(3.1節/4.1節参照)

マトリクス解析でのジッタ量のグラフ表示(4.1節参照)

マトリクス解析でのDeviationのグラフ表示(4.1節参照)

マトリクス解析での全データのグラフ表示(4.1節参照)

ヒストグラム解析でのグラフだけの表示(3.1節参照)

ヒストグラム解析でのグラフと統計値一覧表の表示
(3.1節参照)

マトリクス解析でのジッタ量のシート表示(4.1節参照)

マトリクス解析でのDeviationのシート表示(4.1節参照)

マトリクス解析での平均値のシート表示(4.1節参照)

ツールバーのON/OFF

メインウインドウの各部の機能と操作メニュー一覧
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Displayメニュー(解析条件の設定など)

データ極性/変調方式の設定(2.1節参照)
ウインドウの設定(2.2節参照)

解析結果表示の詳細設定(3.1節/4.1節参照)

コメントの設定(2.3節参照)

Helpメニュー

ユーザーズマニュアル(PDF形式)の表示

ソフトウエアのバージョンなどの表示

メインウインドウの各部の機能と操作メニュー一覧
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ソフトウエアのインストール方法

動作に必要なシステム環境
PC本体

Microsoft Windows 98 SE，Windows NT Workstation 4.0，Windows 2000
Professional，またはWindows XP Professionalが動作可能なPCで，64MB(Windows
2000/XPの場合は128MB)以上のメモリを有したものが必要です。
OS(オペレーティングシステム)

Microsoft Windows 98 SE，Windows NT Workstation 4.0，Windows 2000
Professional，またはWindows XP Professionalが必要です。
CD-ROMドライブ

本ソフトウエアをインストールするときに使用します。
ハードディスクの空き容量

40MB以上
ディスプレイ

SVGA(800×600ドット)以上の解像度(1024×768ドット以上推奨)で，256色以上表示
可能なものが必要です。
プリンタ/マウス

使用するOSに対応したものが必要です。
GPIBボード/PCMCIA-GPIBカード(TA320/520/720本体とGP-IBで接続する場合だけ)

PC本体に，NI(ナショナルインスツルメンツ)社製のGPIBボード，またはPCMCIA-GPIB
カードが組み込まれていて，そのドライバがインストールされていることが必要です。
イーサネットポート(TA720本体とイーサネットで接続する場合だけ)

イーサネットに接続するためのポートが必要です。
FDドライブ(フロッピーディスクに保存したデータを開く場合だけ)

1.44MB(MS-DOS互換)までのフォーマットタイプに対応する3.5型のフロッピーディスク
ドライブを1台有するものが必要です。

操　　作

以下は，Windows 2000 Professional環境でインストールするときの操作です。
1. PC本体の電源を入れ，Windowsを起動します。
ユーザー名を「Administrator」にして，Windowsを起動してください。そうでない
場合は，本ソフトウエアをインストールすることはできません。PCのOSが
Workstation 4.0またはWindows XP Professionalの場合も同様です。

オートランが許可されている場合

2. CD-ROMをドライブに挿入します。
インストーラが自動的に起動するので，操作7に移ります。

オートランが許可されていない場合

2. コントロールパネルのフォルダを開いて，[アプリケーションの追加と削除]アイコン
をダブルクリックします。
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3. [プログラムの追加]ボタンをクリックします。

4. [CDまたはフロッピー]ボタンをクリックします。

5. ソフトウエアインストール用CD-ROMをドライブに挿入し，[次へ]ボタンをクリック
します。

ソフトウエアのインストール方法
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6. [開く]入力ボックスに[D:¥Setup.exe](DがCD-ROMドライブの場合)と表示されてい
ることを確認し，[完了]ボタンをクリックします。
インストーラが起動します。

7. [Next]ボタンをクリックします。

8. インストール先を入力したあと[Next]をクリックします。
インストール先の初期設定は「C:¥Program Files¥Yokogawa¥TA ISI Analysis 2¥」
です。必要に応じてインストール先を変更してください。

ソフトウエアのインストール方法
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9. [Next]をクリックし，インストールを開始します。

インストールが開始されると，下図のようなダイアログボックスに変わります。

10. [Close]ボタンをクリックし，インストールを終了します。

解　　説

インストール結果

本ソフトウエアを正常にインストールすると，デフォルトの場合，指定ディレクトリ(C:
¥Program Files¥Yokogawa¥)に[TA ISI Analysis 2]フォルダが自動的に作成されるとと
もに，プログラムリストに[TA ISI Analysis 2]の名称で登録されます。また，デスクトッ
プ上に，[TA ISI Analysis 2]アイコンが作成されます。

ソフトウエアのインストール方法



xviiIM 704223-61

ソフトウエアの起動と終了

操　　作

ソフトウエアの起動

下図のように，[スタート]-[プログラム]メニューの[TA ISI Analysis 2]を選択するか，デ
スクトップに作成された[TA ISI Analysis 2]のアイコンをダブルクリックします。

デスクトップ上のアイコン

ソフトウエアの終了

[File]メニュ－から[Exit]を選択します。

解　　説

本ソフトウエアを起動すると，下図のようなメインウインドウが表示されます。

Note
・本ソフトウエアの終了時には，設定情報を自動的に保存します。したがって，本ソフトウエアを
起動すると，初期設定ではなく，前回した設定した状態でメインウインドウが表示されます。

・本ソフトウエアは，複数起動することはできません。
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1.1 測定デ－タの取り込み回数の選択

操　　作

1. [Setup]メニュ－から[Accumulation...]を選択し，[Accumulation Setting]ダイアログ
ボックスを表示します。

2. [Data Accumulation Number]リストボックスで，プルダウンリストで取り込み回数
を選択します。
ボックスに直接数値を入力することもできます。

3. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

測定デ－タ取り込み回数の設定

「1～64」の範囲で設定します。ただし，指定回数に達していなくても，取り込もうとし
ている測定データの積算点数が2M点を超える場合は，測定データを取り込めなくなりま
す。

取り込み回数とデータ点数の表示

下図のように，測定データの取り込みを開始すると，解析結果表示エリアの上部に表示さ
れます。

すでに取り込んだ回数すでに取り込んだデータ数

設定した取り込み回数

Note
・選択した回数を超えてデ－タの取り込みを実行すると，積算されたデ－タはクリア(消去)され，
新規にデ－タを積算していきます。たとえば，取り込み回数を「3」にして，5回デ－タを取り込
むと，4回目と5回目のデ－タだけが残ります。ただし，同時に複数のファイルを読み込んだ場合
は，取り込み回数まで読み込むと，取り込みを終了します。

・機種や測定条件が同じであれば，測定データの取り込み方法が違ってもデータを積算することが
できます。たとえば，通信を介してTA本体から直接測定データを取り込んだのち，取り込み回数
が残っていれば，引き続き測定データのファイルを開いて測定データを取り込むことができま
す。

第1章　測定データの取り込み
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1.2 通信設定(通信インタフェースを介して測定データを
取り込む場合の設定)

操　　作

下記の操作の前に，対象のTA本体とPCが前もって接続され，通信可能な状態になってい
る必要があります。
1. [Setup]メニューで[Communication]を選択し，[Communication]ダイアログボック
スを表示します。

GP-IBインタフェースを介して通信する場合

2. [Device]の[GPIB]選択ボタンをクリックします。
3. [Address]入力ボックスに，対象TAのGP-IBアドレスを入力します。
[Search TA address]ボタンをクリックすると，GP-IBインタフェースで接続されて
いるTA320/TA520/TA720のアドレスが検索され，[Address]入力ボックスに検索
されたアドレスが表示されます。

4. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

イーサネットを介して通信する場合

2. [Device]の[Ethernet]選択ボタンをクリックします。
3. [IP Address]，[User Name]，[Password]の各入力ボックスに，IPアドレス，ユー
ザー名，パスワードをそれぞれ入力します。
ユーザー名の初期設定は[anonymous](匿名)です。[anonymous]以外のユーザー名を
設定するときは，[anonymous]のチェックボックスをクリックして，チェックを外し
てください。
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4. [OK]ボタンをクリックします。
[OK]ボタンをクリックすると，TA本体と通信が行われます。
「通信デバイスの初期化に失敗しました。」等のエラーメッセージが表示されたとき
は，TA本体と通信できない状態にあります。このときは，接続や通信設定が正しいか
どうか，確認してください。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

GP-IBアドレスの設定

対象のTA本体に設定したGP-IBアドレスに合わせ，「1～30」の範囲で設定します。初期
値は，「1」です。

Note
・入力したアドレスと接続されているTA320/TA520/TA720のアドレスが一致しないときは，測
定データを取り込むことができません。

・アドレス「0」は，PCのGPIBボードまたはGPIBカードに予約されています。

GP-IBアドレスの検索

・ TA320/TA520/TA720が接続されていないときは，変化しません。
・ TA320/TA520/TA720が複数台接続されているときは，最も小さい番号のアドレスが
[ Address]入力ボックスに表示されます。

IPアドレスの設定

接続するTA720に設定したIPアドレスを設定します。初期値は，「10.0.255.255」で
す。

ユーザー名/パスワードの設定

接続するTA720に設定したユーザー名/パスワードを設定します。ユーザー名の初期値
は，「anonymous」です。

1.2　通信設定(通信インタフェースを介して測定データを取り込む場合の設定)
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1.3 測定データの取り込み

操　　作

すでに測定データを取り込んでいる状態で，新規に測定データを取り込んで解析したい場
合は，[Setup]メニューの[Clear Data]を選択し，測定データと解析結果をクリアしてくだ
さい。
ファイルを開いて取り込む場合

1. [File]メニューから[Open...]を選択して，[ファイルを開く]ダイアログボックスを表示
します。

2. [ファイルの場所]を指定してから，ファイルリストから対象のファイル名を選択する
か，[ファイル名]テキストボックスに，開きたいファイル名を入力します。
ファイルは，複数選択することができます。この場合，選択された順番でデータが取
り込まれます。

3. [開く]ボタンをクリックし，測定データを取り込みます。
データ取り込み操作をキャンセルするときは，[キャンセル]ボタンをクリックしま
す。

通信インタフェースを介して取り込む場合

下記の操作を行う前に，対象TA本体との接続，通信設定(1-2ページ参照)，およびTA本体
での測定条件設定が完了している必要があります。
1. [File]メニューから[Open From Communication...]を選択して，[Open From
Communication]ダイアログボックスを表示します。
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2. [Recall]チェックボックスをチェックしたのち，[Load♯]リストボックスで，測定
データを対象TAから取り込むときの設定情報がストアされているメモリ番号をプルダ
ウンリストから選択します。
対象TA本体の現在の設定でよいときは，[Recall]チェックボックスのチェックを外し
ます。

3. [Accumulation Mode]オプションボタンで，測定データの取り込みモードを選択しま
す。
1回だけ取り込むときは，[Manual]を選択します。

4. [OK]ボタンをクリックし，測定データを取り込みます。
[OK]ボタンをクリックすると，自動的にTA本体で測定が開始されます。
対象TA本体と通信できないときは，「通信デバイスの初期化に失敗しました。」等の
エラーメッセージが表示されます。このときは，接続や通信設定が正しいかどうか，
確認してください。
データ取り込み操作をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

測定データ取り込み対象ファイル

TA本体において下記条件で測定し保存した測定データが対象になります。測定データの
拡張子は「.wvf」です。測定データを取り込むためには，測定データ保存時に作成される
ヘッダファイル(拡張子：.hdr)も必要です。

機種 サンプリングモード 測定ファンクション
TA320 タイムスタンプモード パルス幅(両極性)測定

TA520 タイムスタンプモード パルス幅(両極性)測定

TA720 符号間干渉解析モード パルス幅(両極性)測定，パルス幅A→パルス幅B測定，パル
ス幅A→AtoBタイムインターバル測定のどれか

Note
・TA720 の測定データを取り込む場合，TA720 のROMバージョンが「1.02」以上である必要があり

ます。ROMバージョンは，TA720 本体の[Utility] > [Version] で表示される[Version Information]

ダイアログボックスでご確認いただけます。

・TA520の場合，SCSIインタフェース(オプション)にPCを接続して，PCから内蔵ハードディスク
(オプション)にアクセスすることができます。接続方法などについては，TA520ユーザーズマ
ニュアル(IM704310-01J)の11章をご覧ください。

通信を介して測定データを取り込むときの設定情報の選択

対象TAの現在の設定または，内蔵メモリにストアした設定情報のメモリ番号を「0～31
」(TA320/TA520から測定データを取り込む場合は，0～9)から選択します。取り込む設
定情報では，測定条件が上記の「測定データ取り込み対象ファイル」の測定条件と同じに
なっていることが必要です。TA本体の設定は，選択したメモリ番号でストアされている
設定に変わります。

データの取り込みモードの選択

測定データの取り込み方法を次の中から選択します。
・Auto： 1.1項の操作で設定した取り込み回数分だけ，TA本体で自動的に測定を繰り

返し，その測定データを本ソフトウエアに取り込む
・Manual：1回だけTA本体で測定し，測定データを本ソフトウエアに取り込む

1.3　測定データの取り込み
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1.4 取り込んだ測定データのファイル一覧表示

操　　作

1. [File]メニューから[Comm /Data File List...]を選択し，[Communication/Data File
List]ダイアログボックスを表示します。

下図のようなダイアログボックスが表示されます。

2. [OK]ボタンをクリックし，ダイアログボックスを閉じます。

解　　説

リスト表示される情報

取り込んだすべての測定データの経由情報/ファイル名が，取り込み順に表示されます。
ファイルからロードしたデータは，「取り込み番号:ドライブレター¥ディレクトリパス¥
ファイル名」で表示されます。GP-IBインタフェース経由の場合は，「取り込み番号:
GPIB」，イーサネットインタフェース経由の場合は，「取り込み番号:ETHERNET」と表
示されます。
[表示例]
1:C¥TA_Data¥Dvd001.wvf
2:C¥TA_Data¥Dvd002.wvf
3:GPIB



デ
ー
タ
解
析
条
件
の
設
定
／
コ
メ
ン
ト
の
設
定

2-1IM 704223-61

1

2

3

4

5

6

索

2.1 データ極性と変調方式の設定

操　　作

1. [Display]メニュ－から[Analysis Mode...]を選択し，[Analysis Mode]ダイアログボッ
クスを表示します。

2. [Polarity]オプションボタンで，スペ－ス/マ－クデ－タの極性を選択します。

3. [Modulation]オプションボタンで，デ－タのパルス幅変調方式を選択します。
[Manual]を選択したときは，[Select T (Manual)]チェックボックスで解析対象のT符
号を選択します。

4. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

データ極性の選択

パルスの極性とMark/Spaceの関係を次の中から選択します。
・＋ : Space　－ : Mark
パルスのハイレベル(＋)をSpace，パルスのローレベル(－)をMarkとします。

・＋ : Mark　－ : Space
パルスのハイレベル(＋)をMark，パルスのローレベル(－)をSpaceとします。

パルス幅変調方式の選択

取り込んだ測定デ－タをどの変調信号として扱うかを次の中から選択します。
・ 8-17(EFM: 3T->11T)
3T～11Tの範囲のデ－タを解析します。

・ 8-16(EFM-Plus: 3T->14T)
3T～11T＋14Tの範囲のデ－タを解析します。

・ 1-7(2T->8T)
2T～8Tの範囲のデ－タを解析します。

・Manual
1T～14Tから解析対象を選択します。

第2章　データ解析条件の設定/コメントの設定
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2.2 ウインドウの設定/DeviationのCenter値の任意設定

操　　作

1. [Display]メニュ－から[Window...]を選択し，[Window Setting]ダイアログボックス
を表示します。

2. [Window Setting]ダイアログボックスで，ウインドウサイズとウインドウの値を設定
します。
下図は，[Analysis Mode]ダイアログボックスの[Modulation]で[Manual]を選択し，
「1T～14T」のすべてを解析対象にした場合の表示例です。
基準T値を決定し設定

倍速でTの値を設定

データから推定した
Tの値を設定

ウインドウごとに数値入力

ウインドウサイズの
設定方法の選択

Deviationを求めると
きのCenter値を任意
に設定するとき

ウインドウの値の設定方法は，次の4つがあります。
・ Space Window/Mark Window に直接数値を設定

1T～14Tの数値入力ボックスに，直接数値を入力します。

・基準T値を決定し設定

1. SpaceまたはMarkの[T]入力ボックスに，定数Tを入力します。
2. [Base]リストボックスで，基準にするウインドウTを選択します。
[None]を選択しなかったときは，[Center]入力ボックスにウインドウのCenter値
を入力します。

3. [Space Update]ボタンまたは[Mark Update]ボタンをクリックします。
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・指定倍速で一括設定

1. [Easy T Setting]ボックスの[Media] オプションボタンで，[CD]または[DVD/
User]を選択します。
[DVD/User]を選択したときは，[ns]または[MHz]の単位でクロックを設定します。

2. 設定したい倍速値のボタンをクリックするか，[USER]入力ボックスに任意の倍速
値を入力してから[USER]ボタンをクリックします。

・データから推定したT値を利用し設定

[Estimated T]の[Copy Estimated T to T]ボタンをクリックします。
データの平均値から推定したT値をもとに，ウインドウが設定されます。
ただし，[Analysis Mode]ダイアログボックスの[Modulation]で[Manual]を選択し
たときは，[Copy Estimated T to T]ボタンが有効になりません。

DeviationのCenter値の任意設定

Deviationを任意のCenter値で求めるときは，下記の操作でCenter値を設定します。設定
しないときは，操作8に進みます。
4. [Deviation Option]ボタンをクリックし，[Deviation Option]ダイアログボックスを表
示します。

5. [Use Deviation Option]チェックボックスをチェックします。
6. 各ウインドウのCenter値を入力します。
過去に設定したCenter値を保存しておいた場合は，[Load]ボタンをクリックして保存
しておいたCenter値を呼び出すこともできます。

7. [OK]ボタンをクリックします。
設定したCenter値を保存しておくときは，[Save]ボタンをクリックし，[名前を付け
て保存]ダイアログボックスを表示し，保存します。

[Window Setting] ダイアログボックスでの設定の確定

8. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

ウインドウサイズの設定方法の設定

各ウインドウをCenter値とスパンで設定するときは，[Center, Span]，左右の値で設定す
るときは[Left, Right]を選択します。

2.2　ウインドウの設定/DeviationのCenter値の任意設定
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2.2　ウインドウの設定/DeviationのCenter値の任意設定

ウインドウの設定

ウインドウ1T～14Tの[Center, Span]または[Left, Right]を下記の条件に従って設定しま
す。
・同一のウインドウ内では，始点＜終点になるように設定します。
・ 1つ前のウインドウの終点≦次のウインドウの始点になるように設定します。
・設定範囲：1ns～5800ns (設定ステップ：0.0001ns)

定数T

解析対象のディスクやドライブなどのサンプリングクロック周期を示し，各ウインドウの
始点/終点やウインドウ幅(ウインドウの大きさ)を決めるときの基準になるものです。設定
範囲は，「1ns～400ns」(設定ステップ：0.0001ns)です。

Base/Center

基準にするウインドウ(Base)を1T～14Tの中から選択するとともに，そのCenter値を設
定します。Center値の設定範囲は，「1ns～5800ns」(設定ステップ：0.0001ns)です。

倍速の選択

[CD]と[DVD]で，選択できる範囲が次のように異なります。
CD： クロック周期(T)は，231.385ns固定です。

倍速値は，次の中から選択できます。USERを選択すると，「1～50」(設定
ステップ：0.1)の範囲で任意に設定できます。
1×，2×，4×，6×，8×，10×，12×，16×，20×，24×，32×，40
×，48×，USER

DVD/User：クロック周期(T)は，「1ns～400ns」(設定ステップ：0.0001ns)任意の数
値が設定できます。周波数(MHz)でも設定できます。
倍速値は，次の中から選択できます。USERを選択すると，「1～50」(設定
ステップ：0.1)の範囲で任意に設定できます。
1×，2×，4×，8×，USER

DeviationのCenter値の任意設定

Deviationを求めるときのCenter値をウインドウ設定ダイアログで設定したCenter値以外
の値するときに設定します。[Use Deviation Option]チェックボタンがチェックされてい
るときに，設定したCenter値が有効になります。設定したCenter値は，保存/呼び出しが
可能です。保存時の拡張子は，「.dev」です。

[Window Setting] ダイアログボックス以外でのウインドウの設定

ヒストグラム表示のときは，マウスの操作で各ウインドウのCenter/Span値またはLeft/
Right値を変更できます。Left/RightまたはCenter/Spanの線上にマウスを置くと，「手
マーク」が現れます。そのまま左右にドラッグすると，Center/Span値またはLeft/Right
値を変更できます。なお，[D i sp l ay ]メニューの[Opt i on ]を選択して表示される
[Histogram]タブのダイアログの[Linkage]チェックボタンで選択した項目は，連動して変
更されます。[Linkage]の設定操作については，3-2ページをご覧ください。

ウインドウの始点(黄色の破線で表示)

ウインドウの終点(黄色の破線で表示)

ウインドウの中央(緑色の破線で表示)

アベレージ(赤色の破線で表示)

移動対象，T符号，設定位置(時間)
の表示
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2.2　ウインドウの設定/DeviationのCenter値の任意設定

Note
ウインドウの設定を変更して[OK]ボタンを押したあとに，元のウインドウに戻すには，もう一度ウ
インドウ設定ダイアログボックスを開いて，数値を入力し直さなければなりません。もし元の設定
に戻す可能性があるときは，変更する前に設定情報を保存することをおすすめします。設定情報の
保存方法は，「5.2 設定情報と測定データの保存と呼び出し」をご覧ください。
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2.3 コメントの設定

操　　作

1. [Display]メニュ－から[Comment...]を選択し，[Comment]入力ダイアログボックスを
表示します。

2. [Comment]入力ボックスに，コメントを入力します。

3. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

コメントの消去

[Comment]入力ダイアログボックスを表示し，[Comment]入力ボックスに表示されている
すべての文字を消去してから，[OK]ボタンをクリックします。

解　　説

コメントの入力可能文字数

入力できる文字数は，半角文字で50文字以内，全角文字で25文字以内です。

コメントの表示と印刷

画面では，下図のように表示されます。
コメント

解析結果の印刷時は，下図のように印刷されます。
コメント
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3.1 解析結果表示形式の設定

操　　作

ヒストグラム表示の選択

1. [View]メニューの[Histogram]を選択します。

ヒストグラムと統計値一覧表の同時表示/ヒストグラムだけの表示の選択

2. ヒストグラムと統計値一覧表の同時表示のときは[View]メニューの[Histogram &
Table]，ヒストグラムだけを表示するときは[Histogram Graph]を選択します。

　

抽出データだけの表示/「抽出データ＋全データ」の表示の選択

3. [View]メニューの[All Graph]を選択します。
[All Graph]の文字の左にある[All]ボタンがへこんで見えるときが，「抽出データ＋全
データ」の表示になります。この状態のときに[All Graph]を選択すると，抽出データ
だけの表示になります。

X軸の時間目盛り表示とグラフの説明書き表示の有無

4. X軸に時間目盛りを表示するときは[View]メニューの[Time Scale]，グラフの説明書
きを表示するときは[Explanatory Notes]を選択します。

　

第3章　ヒストグラムでのデータ解析
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統計値一覧表に表示する項目，ジッタ量の単位，ウインドウ変更時の連動項目，表示項目

の色/Y軸スケールの目盛りの表示，Deviation/ジッタ量の折線グラフの表示の各選択

5. [Display]メニューの[Option]を選択します。

6. [Option]ダイアログボックスで，[Histogram]タブを選択します。
7. 表示されるダイアログボックスで，各項目の設定を行います。

ウインドウのCenter/Span/Left/
Rightの各値を変更する場合の連
動項目のチェック

Histogramタブ

各表示項目
の色

統計値一覧
表に表示す
る項目

ジッタ量の
単位

縦軸スケール

Deviation/ジッタ量の折線
グラフの表示ON/OFF

8. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

解　　説

ヒストグラムと統計値一覧表の同時表示(Histogram & Table)/ ヒストグラムだけの表示

(Histogram Graph)の選択

ヒストグラムと統計値一覧表を同時表示するのか，ヒストグラムだけを表示するのかを選
択します。
・ヒストグラムと統計値一覧表の同時表示例

Note
抽出データと全データの統計値一覧を表示させる場合，データ抽出条件の設定とご使用のディスプ
レイの解像度によって，ヒストグラムが表示されないことがあります。

3.1　解析結果表示形式の設定
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・ヒストグラムだけ表示例

抽出データだけの表示/「抽出データ＋全データ」の表示の選択(All Graph)

データ抽出条件に一致したデータだけを表示するのか，さらにすべてのデータも表示する
のかを選択します。
・抽出データだけの表示例

・「抽出データ＋全データ」の表示例

X軸の時間目盛り表示(Time Scale)

下図のように，グラフのX軸に時間目盛りを表示するか，しないかを選択します。

時間目盛り

3.1　解析結果表示形式の設定



3-4 IM 704223-61

グラフの説明書き表示(Explanatory Notes)

下図のように，グラフの説明書きを表示するか，しないかを選択します。

説明書き

統計値一覧表に表示する項目の選択(Satistics for table)

統計値一覧表には，平均値(Ave.)，Deviation値(Dev.)，ジッタ量(Jitter)，およびデータ数
(Num)を表示できます。表示しない統計値は，チェックを外します。

ジッタ量の単位の選択(Jitter unit)

時間(ns)か，パーセント(%)かを選択します。
・ Time(ns)： σ(標準偏差)
・ Percent(%)： Jitter(ns)/T×100

統計値の折れ線グラフの表示(Line plot)

ヒストグラムに重ねて，統計値(Deviation値またはジッタ量)の折れ線グラフを表示できま
す。表示するときは，[Deviation]か，[Jitter]を選択します。
・ Deviation値の折れ線グラフを表示した例

・ジッタ量の折れ線グラフを表示した例

ウインドウ変更時の連動項目(Linkage)

ヒストグラム表示において，ウインドウのCenter/Span/Left/Rightの各値を変更できま
す(2-4ページ参照)。このときに各値を連動させるのであれば，[Linkage]チェックボック
スで連動させたい項目をチェックします。

ヒストグラムの表示色の変更(Color)

ヒストグラムの表示色を変更できます。
・ All histogram： 全Markデータ/全Spaceデータのヒストグラムの表示色。初期

設定は，青色です。
・ Selected histogram： データ抽出条件に合致したデータのヒストグラムの表示色。初

期設定は，赤色です。
・ Line plot： Deviation値またはジッタ量の折れ線グラフの表示色。初期設

定は，橙色です。
表示色は，[色の設定]ダイアログボックスで設定します。基本色48色のほかに，独自に作
成した色でも設定できます。

3.1　解析結果表示形式の設定
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Y軸スケールの選択(Scale)

ヒストグラム表示のY軸をログスケール(対数目盛り)にするか，リニアスケール(常数目盛
り)にするかを選択できます。
・ログスケールの表示例

・リニアスケールの表示例

3.1　解析結果表示形式の設定
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3.2 データ抽出条件の設定/解析の実行

操　　作

1. 下図のトリガバーでデータ抽出条件を設定します。
TA720のパルス幅A→AtoBタイムインターバルの測定データを取り込んだ場合は，
[Phase]入力ボックスで，位相調整が可能です。

トリガにするMark/SpaceのT符号の選択

位相調整
抽出データの設定

トリガにするMark/Spaceの選択

解析の実行

Note
トリガバーが別ウインドウで表示可能です。ツールバーとトリガバーの境界付近をクリックし，ド
ラッグすると，トリガバーが切り離されます。元の状態に戻すときは，トリガバーをドラッグして
ツールバーに重ねます。

2. [Calculate]ボタンをクリックして，解析を実行します。
[Calculate]ボタンは，可能なデータ抽出条件に設定したときだけ，有効になります。

位相調整の設定ステップの変更

1. [Display]メニューの[Option]を選択します。

2. [Option]ダイアログボックスで[Phase]タブを選択し，表示されるダイアログボック
スの[Phase adjustment resolution]で，[0.01ns]，[0.1ns]，または[1ns]の中から選
択します。

解　　説

データ抽出条件

次のようなデータ抽出が可能です。
・ SpaceまたはMarkのどちらかをトリガとして，その前/後のデータを抽出
全TのMarkをトリガに，その後のSpaceのパルス幅データを抽出する場合の例
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TA720のPW→TIの測定データで，全TのSpaceをトリガに，その両端エッジからの
AtoBタイムインターバルデータを抽出する場合の例

TA720のPW→TIの測定データで，5TのSpaceをトリガに，その前エッジとその前の
エッジからのAtoBタイムインターバルデータを抽出する場合の例

・ Spaceの後がMark，またはMarkの後がSpaceのどちらかをトリガとして，その前/後
のデータを抽出
4TのMarkの後の全TのSpaceをトリガに，それらの前のSpaceのパルス幅データを抽
出する場合の例

・ SpaceとSpace，またはMarkとMarkをトリガとして，Space/Space間のデータまた
はMark/Markの間のデータを抽出
2TのSpaceと4TのSpaceトリガに，その間のMarkのパルス幅データを抽出する場合の
例

TA720のPW→TIの測定データで，3TのSpaceと5TのSpaceをトリガに，その間の
Markの両端エッジからのAtoBタイムインターバルを抽出する場合の例

トリガにするSpace/MarkのT符号

次の中から選択できます。
All，1T，2T，3T，4T，5T，6T，7T，8T，9T，10T，11T，14T，Min.T-1T，
Min.T-2T，Min.T-3T，Min.T-4T，Min.T-5T，Min.T-6T，Min.T-7T，Min.T-8T，
Min.T-9T，Min.T-10T，Min.T-11T，Min.T-14T，1T-Max.T，2T-Max.T，3T-Max.
T，4T-Max.T，5T-Max.T，6T-Max.T，7T-Max.T，8T-Max.T，9T-Max.T，10T-
Max.T，11T-Max.T，14T-Max.T，ODD，EVEN
* Min.T-1T～Min.T-14Tを選択したときは，解析対象の一番小さい符号から1T～14T符号までの
すべての符号をトリガにして，解析をします。同様に，1T-Max.T～14T-Max.Tを選択したとき
は，1T～14T符号から解析対象の一番大きい符号までのすべての符号をトリガにして，解析をし
ます。ODDは奇数Tのすべて，EVENは偶数Tのすべてを示します。

解析の実行(Calculate)

測定データがすでに取り込まれている状態で，[Calculate]ボタンを押すと，設定したデー
タ抽出条件に合致したデータを抽出し，設定した解析結果表示形式(3.1節参照)でヒストグ
ラムや統計値一覧表を表示します。
[Calculate]ボタンは，可能なデータ抽出条件に設定したときだけ，有効になります。可能な
データ抽出条件は，6-2～6-3ページの「設定可能なトリガと抽出データ」をご覧ください。

Note
・データ抽出条件を設定したあとに，測定データを取り込んだときも，解析が実行され，設定され
ている解析結果表示形式でヒストグラムや統計値一覧表を表示します。

・データクリア([Setup] > [Clear Data])を実行すると，ヒストグラムと統計演算した結果だけでな
く，取り込んだ測定データも消去されます。

3.2　データ抽出条件の設定/解析の実行
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位相調整(Phase adjustment resolution)

取り込んだTA720のAtoBタイムインターバルの測定データに対して，Ch Aのパルスエッ
ジとCh Bのパルスエッジの位相差を「－99.99ns～99.99ns」の範囲で調整できます。
設定ステップは，[0.01ns](初期値)，[0.1ns]，[1ns]の中から選択できます。

3.2　データ抽出条件の設定/解析の実行
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4.1 解析結果表示形式の設定

操　　作

マトリクス表示の選択

1. [View]メニューの[Matrix]を選択します。

シート表示/グラフ表示の選択と統計値の選択

2. [Statistics Average]，[Statistics Deviation]，[Statistics Jitter]，[Graph]，[Bar
Deviation]，[Bar Jitter]のどれかを選択します。
シート表示：[Statistics Average]，[Statistics Deviaton]，[Statistics Jitter]
グラフ表示：[Graph]，[Bar Deviation]，[Bar Jitter]

グラフ表示時の拡大表示設定(上記操作で，[Graph]を選択しているときだけ可能)

3. 表示で拡大表示するときは[View]メニューの[Zoom]を選択します。
もう一度[Zoom]を選択すると，元の表示に戻ります。

時間目盛り表示とグラフの説明書き表示の有無

4. X軸に時間目盛りを表示するときは[View]メニューの[Time Scale]，グラフの説明書
きを表示するときは[Explanatory Notes]を選択します。
[Time Scale]は，操作2で，[Graph]を選択しているときだけ有効です。

　

マトリクス表示の詳細設定

5. [Display]メニューの[Option]を選択します。

第4章　マトリクスでのデータ解析
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6. [Option]ダイアログボックスで，[Matrix]，[Matrix-Ave.]，[Matrix-Dev.]，または
[Matrix-Jitter]のどれかのタブを選択し，表示されるダイアログボックスで各設定を行
います。
・Matrixタブの場合の設定

マトリクス表の原点設定

Matrixタブ

グラフにおけるデータ表示
形状の選択

PW→TIの測定データ解析時
の一括範囲設定

PW→TIの測定データ解析時
の一括範囲設定ON/OFF

・Matrix-Graphタブの場合の設定

全データをデータ頻度で色
分けしない場合のデータの
色を変更するとき

Matrix-Graphタブ

平均値のON/OFF

全データのON/OFF

全データをデータ頻度で色分けするとき

平均値の色を変更するとき

水平方向のトレンド表示の
ON/OFF

水平方向のトレンド表示の
色を変更するとき

垂直方向のトレンド表示の
ON/OFF

垂直方向のトレンド表示の
色を変更するとき

4.1　解析結果表示形式の設定
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・Matrix-Dev.タブの場合の設定([Bar Deviation] 表示の設定)

＋側規定外値の色を変更す
るとき

Matrix-Dev.タブ

規定値の＋側のしきい値の
設定

規定値の色を変更するとき

規定値の－側のしきい値の
設定

－側規定外値の色を変更す
るとき

レンジを自動設定するとき

レンジを手動設定するとき

・Matrix-Jitterタブの場合の設定([Bar Jitter] 表示の設定)

ジッタの単位の選択

Matrix-Jitterタブ

＋側のしきい値の設定

Safe値の色を変更するとき

－側のしきい値の設定
Good値の色を変更するとき

Error値の色を変更するとき
レンジを自動設定するとき

レンジを手動設定するとき

7. [OK]ボタンをクリックします。
設定をキャンセルするときは，[Cancel]ボタンをクリックします。

4.1　解析結果表示形式の設定
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解　　説

シート表示/グラフ表示の選択と統計値の選択

・シート表示

各符号の平均値[Statistics Average]，Deviation値[Statistics Deviaton]，またはジッ
タ量[Statistics Jitter]の3つのシート表示があります。
シート表示では，設定した抽出条件で抽出したデータのうち，前データ(Y)をY軸に，後
データ(X)をX軸にしたマトリクスで解析結果を表示します。上段には，前データ(Y)の
符号の統計値，中段には後データ(X)の符号の統計値，下段には対象マトリクスのデー
タ数を表示します。
3T Space 直前のSpace-MarkデータのDeviation解析の例

Yの統計値

データ数

Xの統計値

・グラフ表示

全データ[Graph]，Deviation値[Bar Deviation]，またはジッタ量[Bar Jitter]の3つのグ
ラフ表示があります。
全データの場合([Graph]を選択した場合)
対象測定データをパルス幅に設定したとき(設定操作は，4.2節参照)だけ選択できます。
全測定データをドットで表示します。[Ma t r i x -G r aph ]ダイアログボックスの
[Gradation]チェックボックスをチェックすると，データの頻度ごとに色分けして表示
します。また，各符号の組み合わせの平均値の表示やDeviation値の2倍の値を結ぶ折れ
線で平均値のトレンドを表示できます(4-6ページ参照)。

トレンド表示
(Deviation値の2倍の値を結ぶ折れ線)全データ([3T Space-3T Mark]の場合)

平均値([3T Space-5T Mark]の場合)

4.1　解析結果表示形式の設定
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Deviation値/Jitter量の場合

2つの設定したレベルに対して各符号のDeviation値またはジッタ量が高いか低いかを判
定し，その結果をバー(Bar)，長方形(Rectangle)，または半円(Pie)の形状と色で表示し
ます。
バー表示の例

グラフの拡大表示(Zoom) (表示内容が[Graph]のときだけ)
拡大表示にすると，拡大表示され表示範囲が約半分になります。たとえば，3T～14Tの
データが表示されているときに拡大表示すると，3T～7Tのデータ表示になります。
拡大前 拡大後

　→　

X軸の時間目盛り表示(Time Scale)

下図のように，グラフのX軸に時間目盛りを表示するか，しないかを選択します。

時間目盛り

説明書き表示(Explanatory Notes)

下図のようなシートやグラフの説明書きを表示するか，しないかを選択します。
シートの説明書きの例 グラフの説明書きの例

4.1　解析結果表示形式の設定
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マトリクス表示の詳細設定

・マトリクス表の原点(Table origin)

左上(Left-Top)と左下(Left-Bottom)のどちらかを選択できます。

・グラフにおけるデータ表示形状の選択(Display shape)

バー(Bar)，長方形(Rectangle)，または半円(Pie)の中から選択します。
Bar Rectangle Pie

・ PW→TIの測定データ解析時の一括範囲設定(Display grouped T (PW->TI))

TA720のパルス幅A→AtoBタイムインターバル測定の測定データが解析対象のとき
は，指定したTの範囲([1T-Max.T]～[14T-Max.T])のデータを一括して表示します。
たとえば，[5T-Max.T]を指定すると下図のように表示されます。

・全データ表示における詳細設定(Graph)

グラフ表示における全データ，平均値，および水平/垂直方向のトレンド表示のON/
OFFと各表示項目の色の設定を行います。表示色は，[色の設定]ダイアログボックス
で，基本色48色，または独自に作成した色に設定できます。
全データの場合は，データ頻度(1～4，Over)に応じて色が変わる設定(Gradation)を行
えます。

[Gradation]チェックボックスをチェックすると，データの頻度ごとに色分けして表示
します。
[Average]チェックボックスをチェックすると，各符号の組み合わせの平均値をドット
で表示します。
[Horizontal]/[Vertical]チェックボックスをチェックすると，各符号の組み合わせの平
均値の2倍の値を結ぶ折れ線で平均値のトレンドを表示できます。X軸に割り当てられ
た符号のトレンド表示が[Horizontal]，X軸に割り当てられた符号のトレンド表示が
[Vertical]です。

・ Bar Deviation表示における詳細設定

[Borders]欄では，規定値(Good)内にあるか，ないかを示す上下のしきい値(Upper
border/Lower border)を設定します。また，[Deviation Color]欄では，これらを区別
するための表示色の設定を行います。表示色は，[色の設定]ダイアログボックスで，基
本色48色，または独自に作成した色に設定できます。
・ Positive(+) Error： Deviation≧[Upper border]レベル
・ Good： [Lower border]レベル≦Deviation＜[Upper border]レベル
・ Negative(-) Error： Deviation＜[Lower border]レベル

4.1　解析結果表示形式の設定
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[Range]欄では，バー表示におけるレンジを設定します。オートレンジでは，Maximum
レンジを「T/2」，Minimum レンジを「－T/2」に設定します。

レンジ

Maximum

Minimum

・ジッタ量表示における詳細設定

[Select unit]欄で，ジッタ解析のシート表示での表示単位を[ns]か[%]のどちらかで選
択します。
・ Time(ns)： σ(標準偏差)
・ Percent(%)： Jitter(ns)/T×100
nsでの表示 ％での表示

Y軸Tのジッタ

X軸Tのジッタ

データ数

グラフ表示では，設定した2つのレベルに対して，次のような判定を行い，結果を色分
けして表示します。[Safety borders]欄で，そのしきい値(Upper border/Lower
border)を設定します。また，[Jitter Color]欄で，これらを区別するための表示色の設
定を行います。
・ Error値： ジッタ≧[Upper border]レベル
・ Safe値： [Lower border]レベル≦ジッタ＜[Upper border]レベル
・ Good値： ジッタ＜[Lower border]レベル
[Range]欄では，バー表示におけるレンジを設定します。オートレンジでは，Maximum
レンジを「T/2」，Minimum レンジを「－T/2」に設定します。

レンジ

Maximum

Minimum

4.1　解析結果表示形式の設定
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4.2 データ抽出条件の設定/解析の実行

操　　作

対象測定データの選択(TA720 の場合だけ)

1. 対象測定データがパルス幅のときは[View]メニューの[Pulse Width]，AtoBタイムイ
ンターバルのときは[Time Interval]を選択します。

　

データ抽出条件の設定

2. 下図のトリガバーでデータ抽出条件を設定します。
TA720のパルス幅A→AtoBタイムインターバルの測定データを取り込んだ場合は，
[Phase]入力ボックスで，位相調整が可能です。
・対象がパルス幅の場合

トリガにするMark/SpaceのT符号の選択

抽出データの表示(自動設定)

トリガにするMark/Spaceの選択

解析の実行

X軸割り当て表示Y軸割り当て表示

・対象がAtoBタイムインターバルの場合

トリガにするMark/SpaceのT符号の選択

位相調整
抽出データの表示(自動設定)

トリガにするMark/Spaceの選択

解析の実行

X軸割り当て表示Y軸割り当て表示

解析の実行

3. [Calculate]ボタンをクリックします。
[Calculate]ボタンは，可能なデータ抽出条件に設定したときだけ，有効になります。
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位相調整の設定ステップの変更(Phase adjustment resolution)

設定操作は，ヒストグラムでのデータ解析時と同様です。3-6ページをご覧ください。

解　　説

対象測定データの選択(TA720 の場合だけ)

取り込んだTA720のパルス幅A→AtoBタイムインターバルの測定データに対して解析を
行うときは，解析対象をパルス幅[Pulse Width]にするのか，AtoBタイムインターバル
[Time Interval]にするのかを選択します。

データ抽出条件

・対象がパルス幅の場合

SpaceまたはMarkのどちらをトリガにするかを設定します。トリガ直前の[Space-
Mark]または[Mark-Space]データを抽出するか，トリガ直後の[Space-Mark]または
[Mark-[Space]データを抽出するかは，設定したSpaceまたはMarkの位置で自動的に
設定されます。チェックボックスの横に表示される[Y]，[X]の文字がマトリクス表示で
の軸を示します。
All Space直後のMark-Spaceデータを抽出する場合の例

3T Space 直前のSpace-Markデータを抽出する場合の例

・対象がAtoBタイムインターバルの場合

AtoBタイムインターバルの全測定データを抽出するときは，[Ch B]の並びにある3つ
のチェックボックスのどちらか(測定データのスロープ設定が両方でないときはチェッ
クボックスは1つ)をチェックします。選択したチェックボックスによって，マトリクス
表示でのSpace/Markの軸割り当てが決まります。チェックボックスの横に表示される
[Y]，[X]の文字がマトリクス表示での軸を示します。
AtoBタイムインターバルの全測定データを抽出する場合の例

SpaceまたはMarkのどちらをトリガにして，その前後の[Space-Mark]または[Mark-
Space]のエッジからのAtoBタイムインターバルの測定データを抽出するときは，
[Trigger]の並びにあるチェックボックスで[Space]または[Mark]を選択します。そのあ
と，[Ch B]の並びにある2つのチェックボックスのどちらか(測定データのスロープ設
定が両方でないときはチェックボックスは1つ)をチェックします。選択したチェック
ボックスによって，マトリクス表示でのSpace/Markの軸割り当てが決まります。
チェックボックスの横に表示される[Y]，[X]の文字がマトリクス表示での軸を示しま
す。
3T Space直後のMark-SpaceのエッジからのAtoBタイムインターバルを抽出する場合の例

SpaceまたはMarkのどちらをトリガにして，その両端エッジからのAtoBタイムイン
ターバルの測定データを抽出するときは，[Trigger]の並びにあるチェックボックスで
[Space]または[Mark]を選択します。そのあと，[Ch B]の並びにある3つのチェック
ボックスのうち，トリガにした[Space]または[Mark]の両端にあるものをチェックしま
す。選択したチェックボックスによって，マトリクス表示での[Space]/[Mark]の軸割
り当てが決まります。[Space]または[Mark]の下に表示される[Y]，[X]の文字がマトリ

4.2　データ抽出条件の設定/解析の実行
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クス表示での軸を示します。
4.2　データ抽出条件の設定/解析の実行
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5.1 統計演算結果の保存

操　　作

1. ヒストグラム解析時の統計演算結果を保存するときは，[File]メニューから[Save
Statistics(Triggered T)...]または[Save Statistics(All Triggered T)...]，マトリクス解
析時の統計演算結果を保存するときは，[Save Matrix Statistics...]を選択し，[名前を
付けて保存]ダイアログボックスを表示します。

　

2. [保存する場所]を指定してから，[ファイル名]テキストボックスに，保存したいファイ
ル名を入力します。

3. [保存]ボタンをクリックします。
キャンセルするときは，[キャンセル]ボタンをクリックします。

解　　説

保存対象データ

ヒストグラム解析時は，設定したトリガ条件で抽出されたデータ(Triggered T)または，
すべてのトリガ条件で抽出されたデータ(All Triggered T)のどちらかを保存できます。た
だし，すべてのデータ(All Triggered T)を保存できるのは，SpaceまたはMarkのどちらか
をトリガとして，その前/後のデータを抽出(本体の符号間干渉解析の抽出モード設定では
「Single」)のときだけです。

保存内容

統計値のほかに，コメント，設定情報(ウインドウ幅，データ解析条件，データの取り込み
回数，データ抽出条件)，保存した日時などが保存されます。

第5章　データの保存/呼び出しと解析結果の印刷
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データ形式とファイル名

CSV形式で保存されます。ご使用のパーソナルコンピュータで定められている範囲で，
ファイル名を設定できます。拡張子は[.csv]です。
・ヒストグラム解析時の例

・マトリクス解析時の例

5.1　統計演算結果の保存
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5.2 設定情報と測定データの保存と呼び出し

操　　作

保存

1. 設定情報だけを保存するときは，[File]メニューから[Save Setup Data...]を選択，測
定データと設定情報を同時保存するときは，[Save Measured Data & Setup...]を選
択し，[名前を付けて保存]ダイアログボックスを表示します。

　

2. [保存する場所]を指定してから，[ファイル名]テキストボックスに，保存したいファイ
ル名を入力します。

3. [保存]ボタンをクリックします。
キャンセルするときは，[キャンセル]ボタンをクリックします。

呼び出し

4. 設定情報だけを呼び出すときは，[File]メニューから[Load Setup Data...]を選択，全
データと設定情報を同時に呼び出すときは，[Load Measured Data & Setup...]を選
択し，[ファイルを開く]ダイアログボックスを表示します。
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5. [ファイルの場所]を指定してから，ファイルリストからファイル名を選択します。
[ファイル名]テキストボックスに，開きたいファイル名を入力することもできます。

6. [開く]ボタンをクリックします。
キャンセルするときは，[キャンセル]ボタンをクリックします。

解　　説

保存/呼び出し内容

設定情報だけの保存/呼び出しと，測定データと設定情報の一括保存/呼び出しが可能で
す。
・測定データ： 取り込んだ測定データです。データ取り込み回数が設定されているとき

は，積算されたデータが対象になります。
・設定情報： ウインドウ幅，データ解析条件，データの取り込み回数，データ抽出条

件，コメント，解析結果表示形式などです。

ファイル名と拡張子

ご使用のパーソナルコンピュータで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・測定データのファイルの拡張子：.mds
・設定情報のファイルの拡張子：.cfg

保存/呼び出し時の注意

・取り込んだ測定データと設定情報を同時保存する操作をすると，設定情報のファイル
(拡張子.cfg)とヘッダファイル(拡張子.hdr)も，いっしょに作成されます。これらのファ
イルがないと，測定データと設定情報の同時呼び出しができなくなります。消去しない
ようにしてください。

・測定データ/設定情報を呼び出す([開く]をクリックした)とき，呼び出し前の測定デー
タ/設定情報は消去されます。

5.2　設定情報と測定データの保存と呼び出し
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5.3 解析結果の印刷

操　　作

プリンタの設定

1. [File]メニューから[Print Setup...]を選択し，[プリンタの設定]ダイアログボックスを
表示します。

2. プリンタ名/用紙の選択/印刷の向きなどを設定し，[OK]ボタンをクリックします。

印刷オプション指定

1. [File]メニューから[Print Option...]を選択し，[Print Option]ダイアログボックスを表
示します。
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2. [Printer Color]オプションボタンで，[Color]または[Mono Tone]を選択します。

3. [OK]ボタンをクリックします。

印刷プレビュー

1. [File]メニューから[Print Preview]を選択します。

印刷イメージが確認できる下図のようなウインドウが表示されます。

Note
・印刷イメージを詳細に確認したいときは，[拡大]ボタンをクリックします。[縮小]ボタンをクリッ
クすると，元の大きさに戻ります。

・[印刷]ボタンをクリックすると，[印刷]ダイアログボックスが表示されます。

5.3　解析結果の印刷
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印刷の実行

1. [File]メニューから[Print...]を選択し，[印刷]ダイアログボックスを表示します。

2. [印刷]ダイアログボックスの設定内容を確認して，[OK]ボタンをクリックします。

解　　説

プリンタの設定

ご使用のシステム環境に従って，設定してください。

印刷オプション指定

カラーで印刷(Color)をするか，白黒(Mono Tone)で印刷するかを選択します。
・ Color： カラー印刷(白黒プリンタでは，階調のついた白黒印刷)
・Mono Tone：白黒印刷(ジッタのマトリクス解析のグラフ表示では，Goodを白，Safe

を縞，Errorを黒で印刷)

5.3　解析結果の印刷
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ヒストグラム表示の印刷例(下図はイメージ図です)

5.3　解析結果の印刷
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全データのマトリクス表示の印刷例(下図はイメージ図です)

5.3　解析結果の印刷
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Deviationのマトリクス表示の印刷例(下図はイメージ図です)

5.3　解析結果の印刷
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ジッタ量のマトリクス表示の印刷例(下図はイメージ図です)

5.3　解析結果の印刷
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仕様

機能概要
PCにインストールすることで，TA320/TA520/TA720の測定データを取り込み，符号
間干渉解析を行うことができる。

解析対象測定データ
下記条件で測定したデータ

機種 サンプリングモード 測定ファンクション
TA320 タイムスタンプモード パルス幅(両極性)測定

TA520 タイムスタンプモード パルス幅(両極性)測定

TA720 符号間干渉解析モード パルス幅(両極性)測定，パルス幅A→パルス幅B測定，パル
ス幅A→AtoBタイムインターバル測定のどれか

測定データの取り込み方法
記録メディアに保存した測定データを開く以外に，通信インタフェース(GP-IBまたはイー
サネット*)でTA320/TA520/TA720本体とPCを接続し，本ソフトウエアにより測定をス
タートさせて測定データを直接取り込むことが可能
* イーサネットは，TA720だけ

測定データを取り込む前の設定
取り込み回数：最大64回(ただし，データ点数が2M点を超える取り込みは不可)
通信設定(TA320/TA520/TA720本体と通信を行うときだけ)：
GP-IBの場合：アドレス設定
イーサネットの場合：IPアドレス，ユーザー名，パスワードの各設定

データ解析条件の設定
データ極性の選択

Space(＋)-Mark(－)，Mark(＋)-Space(－)のどちらを選択
変調方式の選択

8-17変調(EFM)，8-16変調(EFM+)，1-7変調，マニュアル(1T～14Tから任意設定)の中
から選択
ウインドウの設定

・ウインドウサイズ設定方法：ウインドウごとにCenter/SpanまたはLeft/Rightから選
択

・ウインドウの値の設定方法：数値設定以外に，下記の設定が可能
・ CD/DVD簡易設定
・クロック周期か周波数の入力による自動設定
・データからクロック周期を推定算出し，自動設定

Deviation Center値の任意設定

Deviationを求めるときの1T～14TのCenter値を任意設定可能

第6章　仕様
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ヒストグラム解析
データ抽出条件設定

抽出モード/トリガ/抽出対象をトリガバーでグラフィカルに設定
トリガ設定：All，1T～14T，指定T符号以上，指定T符号以下，Odd，Evenから選択
設定可能なトリガと抽出データ：
・抽出データがパルス幅のとき

TRIG

TRIG TRIG

TRIGTRIG X軸

TRIG TRIGX軸

TRIGTRIGTRIG TRIG X軸

TRIGX軸

TRIGX軸 X軸

TRIG X軸

トリガ *

・トリガの前のシンボル Ch A

・トリガの後のシンボル Ch A

・トリガの前後のシンボル Ch A

SINGLE
(1シンボルでトリガ)

COMBINATION
(連続した2シンボルで
トリガ)

・トリガの前のシンボル Ch A

・トリガの後のシンボル Ch A

抽出データ(TARGET)**

TARGET

TARGET

TARGET

TARGET

TARGET

BETWEEN
(1つ離れた2シンボルで
トリガ)

・トリガの間のシンボル Ch A

TARGET

TARGET

合わせて解析

3T 4T 5T 6T 7T 8T
X軸

ヒストグラム表示イメージ

TRIG TRIG
Space Mark

*トリガにするSpace/Markは
  逆の設定が可能

**「パルス幅→パルス幅」測定
　のときは，Ch Aをトリガにし
　て，Ch Bのデータを抽出

仕様
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・抽出データがAtoBタイムインターバルのとき

TRIG

TRIG TRIG

TRIG TRIG

トリガ

・トリガシンボルの
　前エッジ

Ch A

Ch A

・トリガシンボルの
　前エッジと後エッジ

Ch A

SINGLE
(1シンボルでトリガ)

COMBINATION
(連続した2シンボルで
トリガ)

抽出データ(TARGET)

BETWEEN
(1つ離れた2シンボルで
トリガ)

・トリガに挟まれた
　シンボルの前エッジ

TRIGX軸

TRIGX1軸 X2軸

TRIG X軸

TARGET

TARGET

TARGET2TARGET1

Ch B

Ch B

・トリガシンボルの
　後エッジ

Ch B

TRIG TRIGX軸

TRIG TRIG X軸

TRIG TRIG

TARGET

TARGET

TARGET

Ch A

Ch A

Ch A

Ch B

Ch B

Ch B

・トリガシンボルの
　前エッジ

・トリガシンボルの
　間のエッジ

・トリガシンボルの
　後エッジ

TRIGTRIG X軸

TRIGTRIG X軸

TRIGTRIG X軸

Ch A

Ch A

Ch B

Ch B

Ch A

Ch B

・トリガに挟まれた
　シンボルの後エッジ

・トリガに挟まれた
　シンボルの前エッジ
　と後エッジ

・トリガシンボルの
　後エッジとその次の
　エッジ

Ch A TRIG X1軸 X2軸
TARGET2TARGET1

Ch B

・トリガシンボルの
　前エッジとその前の
　エッジ

Ch A TRIGX1軸 X2軸
TARGET2TARGET1

Ch B

TARGET

TARGET

TARGET2TARGET1

解析結果表示

・全データおよび抽出データのヒストグラム表示，および統計値(平均値，ジッタ値，演
算対象サンプル数)の一覧表示

・ヒストグラムの色設定，ヒストグラム縦軸スケール(Linear/Log)の切り替え可能

仕様
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マトリクス解析
データ抽出条件設定

トリガ/抽出対象をトリガバーでグラフィカルに設定
トリガ設定：All，1T～14T，指定T符号以上，指定T符号以下，Odd，Evenから選択
設定可能なトリガと抽出データ：
・抽出データがパルス幅のとき

TRIG

トリガ

・トリガの前のシンボル2つ Ch A

Ch A

SINGLE
(1シンボルでトリガ)

抽出データ(TARGET)

TRIGX軸Y軸

TRIG Y軸 X軸

TARGET TARGET

TARGET TARGET

・トリガの後のシンボル2つ

3T 4T 5T 6T 7T 8T
X軸

3T

4T

5T

6T

7T

8T

Y軸

マトリクス表示イメージ

・抽出データがAtoBタイムインターバルのとき

TRIG

トリガ

・トリガシンボルの
　前エッジ2つ

Ch A

Ch A

・トリガシンボルの
　後エッジ2つ

Ch A

SINGLE
(1シンボルでトリガ)

抽出データ(TARGET)

・2つのシンボルに
　挟まれたエッジ

Ch B

Ch B

・トリガシンボルの
　前エッジと後エッジ

Ch B

Ch A

Ch B

TRIGX軸Y軸

TRIGY軸 X軸

TRIG Y軸 X軸

TARGET1 TARGET2

TARGET1 TARGET2

指定なし Y軸 X軸
TARGET

TARGET1 TARGET2

統計値による解析結果表示

・抽出された前符号/後符号ごとの統計値を表示
・統計値は，平均値(Average)/Deviation値/ジッタ量から選択
・ジッタ量の単位は，%またはnsのどちら選択可能

仕様
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グラフによる解析結果表示

・全点表示(Graph)/Deviation表示/ジッタ表示の中から選択
・全点表示
・抽出された前符号/後符号間ごとの測定平均値をXY軸にプロット(カラーで頻度表示
可能)

・平均値表示のOn/Off，トレンド表示(縦横折れ線)のOn/Off
・ ズーム表示可能

・ Deviation表示/ジッタ表示
・抽出された前符号/後符号間ごとのDeviation値/ジッタ量を表示
・表示形状をBar/Pie/Rectangleを選択
・ジッタ量の単位は，%かnsのどちらを選択
・しきい値(2点)の設定と3段階(Good/Safe/Error)の色分け表示

その他の表示設定
コメント入力

最大半角50文字で入力可能
補助表示のOn/Off

グラフの時間目盛りと説明書きの表示をOn/Off可能
ソフトウエアによる位相調整(測定ファンクションをパルス幅A→AtoBタイムインターバ
ルにして測定したTA720の測定データだけが対象)
－99.99ns～99.99ns (0.01nsステップ)
マトリクス全点表示時のズーム

原点を中心に約2倍に拡大表示

データの保存/呼び出し
・本ソフトウエアの設定情報の保存/呼び出し(保存時の拡張子：.cfg)
・ 取り込んだ測定データの保存/呼び出し(保存時の拡張子：.mds)
・統計値データ(トリガ対象統計値/全トリガ統計値/マトリクス統計値)の保存(保存時の拡
張子：.csv)

・ 任意設定したDeviationCenter値の保存/呼び出し(保存時の拡張子：.dev)

設定情報のバックアップ
前回の設定情報(測定データを含まず)を保存

取り込んだ測定データの一覧表示
ファイルパス(ドライブレター，ディレクトリ，ファイル名)と通信経路情報(GP-IB/イーサ
ネット)の一覧表示

解析結果の印刷
・ヒストグラム解析結果，マトリクス解析結果(グラフ，シート)の印刷
・印刷色(白黒/カラー)の選択可能

仕様
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動作に必要なシステム環境
パーソナルコンピュータ本体

Microsoft Windows 98 SE，Windows NT Workstation 4.0，Windows 2000
Professional，またはWindows XP Professionalが動作可能なパーソナルコンピュータ
で，64MB(Windows 2000/XPの場合は128MB)以上のメモリを有したものが必要
OS(オペレーティングシステム)

Microsoft Windows 98 SE，Windows NT Workstation 4.0，Windows 2000
Professional，またはWindows XP Professionalが必要
CD-ROMドライブ

本ソフトウエアをインストールするときに使用
ハードディスクの空き容量

40MB以上
ディスプレイ

SVGA(800×600ドット)以上の解像度(1024×768ドット以上推奨)で，256色以上表示
可能なものが必要
プリンタ/マウス

使用するOSに対応したものが必要
GPIBボード/PCMCIA-GPIBカード(TA320/520/720 本体とGP-IBで接続する場合だけ)

パーソナルコンピュータに，NI(ナショナルインスツルメンツ)社製のGPIBボード，または
PCMCIA-GPIBカードが組み込まれていて，そのドライバがインストールされていること
が必要
イーサネットポート(TA720 本体とイーサネットで接続する場合だけ)

イーサネットに接続するためのポートが必要
FDドライブ(フロッピーディスクに保存したデータを開く場合だけ)

1.44MB(MS-DOS互換)までのフォーマットタイプに対応する3.5型のフロッピーディスク
ドライブを1台有するものが必要

仕様
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Easy T Setting ........................................................................... 2-3
Error ............................................................................................... 4-7
Estimated T ..................................................................................2-3
EVEN ............................................................................................. 3-7
Explanatory Notes ....................................... 3-1, 3-4, 4-1, 4-5

F

Fileメニュー .................................................................................... xi

G

Good .................................................................................... 4-6, 4-7
GP-IB ............................................................................................. 1-2
Gradation ......................................................................................4-6
Graph ......................................................................... 4-1, 4-4, 4-6

H
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Histogram Graph .............................................................. 3-1, 3-2
Horizontal ......................................................................................4-6

I
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J
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L
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Linkage ................................................................................ 2-4, 3-4
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M
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Matrix ................................................................................... 4-1, 4-2
Matrix-Dev. .................................................................................. 4-3
Matrix-Graph ................................................................................4-2
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Modulation .................................................................................. 2-1
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1-7(2T->8T) .................................................................................2-1
8-16(EFM-Plus: 3T->14T) ......................................................2-1
8-17(EFM: 3T->11T) ................................................................2-1

A

Accumulation ...............................................................................1-1
Accumulation Mode ..................................................................1-5
Accumulation Setting ................................................................1-1
All Graph ............................................................................. 3-1, 3-3
Analysis Mode ........................................................................... 2-1
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B

Bar ........................................................................................ 4-5, 4-6
Bar Deviation ........................................................... 4-1, 4-4, 4-6
Bar Jitter ............................................................................. 4-1, 4-4
Base ..................................................................................... 2-2, 2-4
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C

Combination .................................................................................3-7
Calculate ................................................................... 3-6, 3-7, 4-8
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Center .................................................................................. 2-2, 2-4
Center, Span ...............................................................................2-3
Clear Data .................................................................................... 1-4
Color ................................................................. 3-4, 4-6, 4-7, 5-7
Comm /Data File List ................................................................1-6
Comment ...................................................................................... 2-6
Communication/Data File List ................................................1-6
Copy Estimated T to T .............................................................2-3
CSV ............................................................................................... 5-2

D

Data Accumulation Number ....................................................1-1
Deviation ............................................................................. 3-4, 4-5
Deviation Color ...........................................................................4-6
Deviation Option .........................................................................2-3
DeviationのCenter値 ...............................................................2-2
Display grouped T (PW->TI) ..................................................4-6
Display shape ............................................................................. 4-6
Displayメニュー............................................................................. xii
DVD/User .................................................................................... 2-3
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N

Negative(-) Error .........................................................................4-6
Num ............................................................................................... 3-4

O

ODD ............................................................................................... 3-7
Open ............................................................................................. 1-4
Open From Communication ....................................................1-4
Option .................................................................................. 3-2, 4-1

P

Percent(%) ......................................................................... 3-4, 4-7
Phase ................................................................................... 3-6, 4-8
Phase adjustment resolution ....................................... 3-6, 4-9
Pie ......................................................................................... 4-5, 4-6
Polarity ...........................................................................................2-1
Positive(+) Error .........................................................................4-6
Print ............................................................................................... 5-7
Print Option ..................................................................................5-5
Print Preview ...............................................................................5-6
Print Setup .................................................................................. 5-5
Printer Color ................................................................................5-6
Pulse Width ..................................................................................4-8

R

Range ........................................................................................... 4-7
Recall ............................................................................................. 1-5
Rectangle ........................................................................... 4-5, 4-6

S

Safe ............................................................................................... 4-7
Satistics for table .......................................................................3-4
Save ...............................................................................................2-3
Save Measured Data & Setup ..............................................5-3
Save Setup Data ........................................................................5-3
Save Statistics(All Triggered T) ............................................5-1
Save Statistics(Triggered T) ..................................................5-1
Scale ............................................................................................. 3-5
Select T .........................................................................................2-1
Select unit ....................................................................................4-7
Selected histogram ....................................................................3-4
Setupメニュー ............................................................................... xi
Space Update .............................................................................2-2
Statistics Average .................................................................... 4-4
Statistics Deviaton ....................................................................4-4
Statistics Jitter ........................................................................... 4-4

T

Table origin ..................................................................................4-6
Time Interval ................................................................................4-8
Time Scale ...................................................... 3-1, 3-3, 4-1, 4-5
Time(ns) .............................................................................. 3-4, 4-7
T符号 ................................................................................................ ix

U

Use Deviation Option ................................................................2-3
USER ............................................................................................. 2-3

V

Vertical ...........................................................................................4-6
Viewメニュー ................................................................................. xi

W

Window Setting ......................................................................... 2-2

Z

Zoom .................................................................................... 4-1, 4-5

ア

アドレス ........................................................................................1-3

イ

イーサネット ................................................................................1-2
位相調整 ........................................................................................3-8
印刷.................................................................................................5-5
インストール方法 .......................................................................... xiii

ウ

ウインドウの設定 ........................................................................2-2

オ

折れ線グラフ ................................................................................3-4

カ

解析結果の印刷 ........................................................................... 5-5
解析結果表示形式の設定(ヒストグラム解析) .......................3-1
解析結果表示形式の設定(マトリクス解析) ...........................4-1
解析の実行(ヒストグラム解析) ................................................3-6
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キ
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ク
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コ
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シ
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